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前
回はテストの計画と項目の設定について触
れたので、今回はテストの実施に伴うバグ

の報告の在り方とテスト結果を分類することの
意味について説明します。

　　◆　テストの報告　◆

こ
こで言う『テスト』とは、検査部門で行わ
れることを想定しています。一般に慎重に

作られたプログラムは、通常の機能は概ね期待
通りに動くでしょう。この段階で通常の機能が
満足に結果を出さないと言うのでは、もはやこ
こで言うテストの対象とはなりません。しかし
ながらどれだけ慎重に作られたプログラムで
あっても、執拗なテストの門を潜るまでは、ど
こかに欠陥が潜んでいるものと考えなければな
りません。
欠陥の中には、比較的簡単に見つかるものもあ
れば、「欠陥」であるが由に容易に発見できな
いものもあります。それでもテスト結果を詳し
く、且つ注意して眺めれば、欠陥の糸口のよう
なものを見い出すことがあります。
数字の上では確かに正しい結果を出していて
も、その結果を出すまでの時間が、“想定して
いた”時間と比べて何となく遅いとか、何故か
ある種のデータを表示したときに、一瞬画面が
ちらつくとかいうことがあります。
このような状況は、ただテストをしていたので
は見逃してしまいます。特に表面的には正しい
ものが出ているだけに、見過ごされ安いもので
す。このような「情報」を見過ごさないために
も、テストの手順やテストの項目を定義し、テ
スト結果の報告の仕方なども、そのときの状況
を出来るだけ豊富に捕えるように定めておくこ
とが望まれます。そうでなければ、貴重な状況
が見過ごされるだけでなく、たとえ目についた
としても再現できるような形で記録されないた
めに、重要な発見の糸口を失うことになりま
す。
テストの報告は、「欠陥」に対してだけ行われ
るのではありません。『正常』に進行したテス
トも、異常な状態を示したテストも、その結果
を報告する必要があります。そして、ここで大
事なことは、一つのテストでおかしな振る舞い
をしたとしても、その度に「欠陥」として報告
するのではなく、その時の状況を詳しく記録し
ておいて、予定のテストを一通り実施したあと
で、整理分類してから報告した方が効率的で
しょう。
「バグ報告書」は本来そのようにして書かれる
べきものです。そうでなければテストそのもの
のミスや勘違いも、「バグ」として報告されて
しまう危険があります。

　　◆　バグの分類　◆

欠
陥と判断されて「バグ報告書」にどのよう
に書かれるかは重要な問題です。一般に

ハードウェアやソフトウェアの構成、その時に
採用したテストデータのライブラリ番号、「欠
陥」と判定した出力結果等については、殆ど漏
れなく表現されます。時にはテストを実施した
人の判断で、その時の「様子」やメモリーの内
容などが添付されることもあります。

のか、等について分析します。
このようなバグに対する共通の認識がもてなけ
れば、そこから有効な対策が講じられることは
期待できません。単に“何件バグがあった”と
いうだけの情報しか入手できないでしょうし、
このような単純な「全体」の数字ではバグの終
息予測にも使えません。終息を予測するために
は、少なくとも『ジャングル』が存在しないこ
とが条件です。
ジャングル・モジュールとは、直しても直して
も次々と新しいバグを湧き出させ、人々の行く
手を阻むモジュールで、もしジャングル・モ
ジュールが存在する場合、発生するバグの２、
３割から、時には半数近くが特定のモジュール
から出ることがありあます。またそのほかの特
徴としては、
１）テストの進行につれてバグが減少しな
　　い。
２）新しいテスト項目の実施によって、新
　　しい火山が噴火する。
３）これらのエラーの原因が、ほとんど設
　　計の不備に起因している。
といった傾向があります。
そして、このようなジャングル・モジュールを
発見したときには、何らかの「決断」を下さな
ければなりません。つまり、ウォークスルーや
インスペクションのやり直し、幾つかのマグ
マ・モジュールの組み直し、等の決断が求めら
れます。もちろん、ほとんどの場合スケジュー
ルも影響を受けることになるでしょう。しかし
ながら、たとえそのまま作業を進めたとして
も、結果的には対応する時間が確保できたかも
しれないと、反省させられることがしばしばで
す。
それだけに、テスト結果を逐次分析して、この
ようなジャングル・モジュールを発見すること
が必要ですし、更にいえば、このようなテスト
結果（欠陥）の分析は、公式なテストに入る前
の、開発グループ内部で行う「結合テスト」の
段階で実施されることが強く望まれます。そう
すれば「決断」がもっと容易になるはずです。
残念ながら、多くのソフトウェア開発組織で
は、そのような段階でのテストは個人に任さ
れ、組織としてほとんど制御していないため
に、有効な対策を講じることができないようで
す。
　　　　　　　　　　　　（次号に続く）◆

しかしながら、バグの重要度やバグをもたらし
た原因の検討については、ほとんど検討される
ことはありません。このうちバグの重要度につ
いては、テストを実施した組織が記入すること
になりますが、多くのソフトウェア開発現場で
は、しっかりした検査部門を持たないか、あっ
ても開発部門の方が力関係が強いなどの事情に
よって、十分な判断がなされていません。
ハンフリーはバグ重要度の分類の例として２種
類の分類を紹介していますが、その内の米軍の
システムをここで紹介します。
重要度１：操作または本質的な機能の遂行
　　　　　を妨げる
　　　　　人に危害を加える恐れがある。
重要度２：操作または本質的な機能の遂行
　　　　　に悪い影響を与える。
　　　　　代替手段がない。
重要度３：操作または本質的な機能の遂行
　　　　　に悪い影響を与える。
　　　　　代替手段がある。
重要度４：操作または本質的な機能に何ら
　　　　　かの影響を与える。
　　　　　利用者に不便を与える。
重要度５：その他のエラー
この他に、もっと細かく分類する例もあります
が、現実にはカテゴリを判断することが難し
く、３～５段階程度で足りるでしょう。
これに対して、バグをもたらした原因の検討に
ついては、バグに対応した設計部署で行われる
ことになりますが、書式として予め用意されて
いることが望まれます。

　　◆　テスト結果の分析　◆

こ
こでいうテスト結果の分析とは、主に欠陥
についての分析を指します。「バグ報告

書」に指摘された欠陥は、単に欠陥の原因を特
定し、修正されればそれで終りというわけには
行きません。
単なるプログラム言語の誤解や理解不足なの
か、モジュール間のインターフェースの食い違
いや、ユーザーマニュアルの記入モレか、設計
段階からまったく考慮されていないのか、要求
仕様からそのことを読みとることは無理だった

定定義義さされれたたププロロセセスス
（８）

▲ベルリンの壁が崩壊してから世界は大きく動いている。１１月にはＥＣ統合のプログラムで
あるマーストリヒト条約が発効した。いろいろ問題はあるがヨーロッパに一大市場圏が出現し
た。続いて北米を市場とするＮＡＦＴＡが、さらには南米各国がＮＡＦＴＡに参加しようとい
う動きもある。そうなれば南北アメリカ大陸を統合する巨大な市場となる。
▲その一方で、世界的な不況の中で、ヨーロッパ各国は出口を求めて闇の中を模索している。
ドイツやフランスを中心に「民族主義」或いは「雇用本位主義」が台頭してきた。先日実施さ
れたロシアの議会選挙では急進的な民族主義を唱えるグループが議会で重要な位置を占め、今
後エリツィン大統領に対して悉く対立することが予想される。フジモリ大統領のペルーも、い
つのまにか火種さえあれば何時でも点火する状態である。日本も方向を定め切れないでいる。
▲皮肉なことに「ソ連」が消滅したことでアメリカの力が相対的に弱まったのに対して、それ
を補おうとした国連の限界も露呈した状態で、内に籠っていた不安定要因が一気に噴き出した
感がある。一体誰がこの混沌を収拾するのか。それが見えてくるまでは、この「混沌」の状態
はもうしばらく続きそうである。
▲世界はこれまでも１００年、２００年という単位でこのような状態を繰り返してきた。自動
車が走って周囲の景色は当時と変わっても、テレビやエヤコンなど私達が手にしているものが
当時と変わっても、そこにいる「人間」は２００年前と同じように、傲慢であり、狂暴であり
利己的であるという点では、基本的にはそれ程変わっていないのかも知れない。

激激 動動 すす るる 世世 界界 ！！

ププ ロロ セセ スス レレ ベベ ルル のの 改改 善善 24
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Ｗ
の
労
使
の
交
渉
結
果
は
一
つ
の
ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
は
ず
で
す
。

お
そ
ら
く
こ
れ
を
受
け
て
、
来
年
の
春
闘

に
向
け
て
、
「
賃
下
げ
論
」
を
衣
替
え
し

て
「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
と
「
時

短
」
を
組
み
合
わ
せ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
Ｖ
Ｗ
の
経
営
者
と
同
じ
よ
う

に
、
労
働
組
合
に
二
社
択
一
を
迫
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
雇
用
調
整
か
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
か
と
。

　
　
　
　
◇
―
◆
―
◇

確
か
に
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
今
日

の
よ
う
に
経
済
環
境
が
悪
化
し
た
状
況
に

於
い
て
は
一
つ
の
選
択
で
は
あ
り
ま
す
。

失
業
に
対
す
る
社
会
負
担
の
増
大
や
社
会

不
安
を
考
え
た
と
き
、
そ
れ
程
多
く
の
選

択
枝
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
特
に
そ

の
国
の
事
情
や
、
或
い
は
資
本
主
義
の
形

態
や
性
質
に
因
っ
て
は
、
も
は
や
選
択
枝

す
ら
存
在
し
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
　
　
　
◇
―
◆
―
◇

「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
と

い
う
の
は
作
業
を
分
担
す
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
職
種
に
よ
っ
て
作
業

を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で

き
る
も
の
と
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
し
て
は

な
ら
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
す
る
こ
と
で
作
業
効
率
が
著
し
く
低
下

す
る
作
業
と
、
そ
れ
ほ
ど
低
下
し
な
い
作

業
が
あ
る
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
労
働

集
約
的
な
作
業
に
お
い
て
は
四
交
代
勤
務

を
五
交
代
に
移
行
す
る
な
ど
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
は
可
能
で
し
ょ
う
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
な
ど
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
知
識

集
約
的
（
日
本
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
は

労
働
集
約
産
業
か
？
）
な
作
業
は

本
来
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
べ
き
で

あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
日

本
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の

現
場
は
、
皮
肉
に
も
既
に
十

分
に
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
出

来
の
悪
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
横
行
し
て
い

る
と
言
う
の
に
、
こ
れ
以
上
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
さ
れ
て
は
、
そ
れ
こ
そ
ま
と
も
な
も
の

が
作
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
◇
―
◆
―
◇

し
か
し
な
が
ら
「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
と
い
う
考
え
方
は
、
設
備
廃
棄
に
と

も
な
う
余
剰
人
員
を
企
業
内
で
の
配
置
転

換
で
吸
収
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
我
が

国
に
と
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
な
く
受
け

入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

『
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
』
と
か
『
互

譲
の
精
神
』
と
い
っ
た
日
本
人
が
元
来

持
っ
て
い
る
考
え
方
は
、
限
り
な
く

「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
の
考
え
方
に

近
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

最
も
危
惧
さ
れ
る
の
は
こ
の
点
で
す
。
元

よ
り
、
今
日
の
状
況
は
新
た
な
技
術
開

発
、
或
い
は
大
胆
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
で

突
破
す
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
の

危
機
が
回
避
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
安

易
に
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
入
れ

て
は
、
『
創
造
的
破
壊
』
（
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
）
は
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
結

果
と
し
て
技
術
の
停
滞
が
生
じ
る
危
険
が

高
い
の
で
す
。
し
か
も
、
理
工
系
を
受
験

す
る
学
生
の
減
少
が
止
ま
ら
な
い
現
状
を

考
え
れ
ば
、
間
違
い
な
く
技
術
の
停
滞
を

加
速
す
る
方
に
作
用
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
　
　
　
◇
―
◆
―
◇

ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
話
題
に

な
っ
て
い
る
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、

こ
れ
と
は
全
く
逆
の
方
向
に
あ
る
も
の

で
、
分
担
し
て
い
た
作
業
を
統
合
す
る
方

向
に
あ
り
ま
す
。
統
合
す
る
こ
と
で
分
担

に
伴
う
作
業
の
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
を
減
ら

す
も
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
高
度
に

発
達
し
た
情
報
技
術
を
駆
使
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
一
○
○
○
人
か
か
っ
て
い
た
業

務
を
一
○
○
人
で
こ
な
そ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
そ
こ
に
は
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

と
い
う
発
想
は
ど
こ
に
も
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
ア
メ
リ
カ
は
明
ら
か
に
「
リ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
」
で
今
回
の
世
界
不
況
を
乗

り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
様
で
す
。

そ
れ
に
た
い
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
で
対
応
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
地
球
の
な
か
で
、
全
く
逆

の
処
方
箋
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
「
資
本
主

義
」
の
違
い
も
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
ア
メ
リ
カ
も
そ
れ
ぞ
れ
巨

大
な
経
済
圏
を
確
保
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
強
力
な
経
済
圏
を
持
た
な
い
日
本

は
ど
ち
ら
の
処
方
箋
に
従
う
の
か
、
或
い

は
「
資
本
主
義
」
の
性
質
の
違
い
か
ら
別

の
処
方
箋
を
編
み
出
す
の
か
。
結
果
は

一
、
二
年
後
に
は
出
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

六
歳
の
時
か
ら
七
○
年
も
竹
篭
を
編
み

続
け
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
が
、
「
自
分

が
編
ん
だ
篭
は
見
れ
ば
分
か
る
」
と
い

う
。
言
う
ま
で
も
な
く
七
○
年
間

『
同
じ
篭
』
を
編
ん
で
き
た
わ
け

で
は
な
い
。
彼
女
は
今
で
も

一
つ
ひ
と
つ
編
み
な
が
ら
、

ど
の
様
な
も
の
が
気
に
入
ら

れ
る
の
か
、
完
成
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
工
夫
を
続
け
て

い
る
と
い
う
。
た
だ
、
機
械

的
に
編
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
。
買
っ
て
く
れ
る
人
（
顧
客
）

を
想
い
な
が
ら
、
精
魂
を
込
め
て
編

ん
で
い
る
。

今
の
多
く
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る

人
達
は
、
は
た
し
て
自
分
が
設
計
し
た

製
品
に
対
し
て
こ
れ
だ
け
の
思
い
で
仕

事
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
言
え
ど
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
に

な
っ
て
、
た
だ
「
仕
事
だ
か
ら
」

と
い
う
姿
勢
で
は
、
こ
こ
ま
で

自
分
の
製
品
に
愛
情
を
注
ぎ

込
め
な
い
だ
ろ
う
。

今
日
で
は
ユ
ー
ザ
ー
や
顧
客

を
念
頭
に
置
く
こ
と
な
く
作
業

し
て
い
る
人
が
多
す
ぎ
な
い

か
。
組
織
の
な
か
の
一
部
門

と
し
て
、
次
の
部
門
に
引
き

渡
す
だ
け
の
、
「
割
り
当
て

ら
れ
た
作
業
」
を
こ
な
す
こ
と

に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
次
第
に
顧

客
の
顔
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

も
は
や
、
設
計
者
の
気
概
を
感
じ
さ
せ

な
い
製
品
な
ど
に
は
誰
も
振
り
向
か
な

い
。

今  月今  月
のの

一  言一  言

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
は
、
不
況
の
中

で
雇
用
の
不
安
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て

持
ち
上
が
っ
て
き
た
考
え
方
で
、
限
ら
れ

た
仕
事
を
少
し
で
も
多
く
の
人
と
分
か
ち

合
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
当
然
の
こ
と

に
収
入
は
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
失
業
よ
り
ま
し
、
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。

今
回
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
リ
ン
グ
と
い
う
言
葉

が
世
界
を
駆
け
巡
っ
た
の
は
、
不
況
に
喘

ぐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
ド
イ
ツ
の
Ｖ
Ｗ
社
が

労
働
組
合
と
の
交
渉
の
結
果
、
週
当
た
り

の
勤
務
日
数
を
五
日
か
ら
四
日
（
週
休
三

日
）
に
削
減
し
、
賃
金
も
そ
れ
に
見
合
う

よ
う
に
最
大
で
五
分
の
四
に
減
ら
す
こ
と

で
合
意
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
発
端
で

し
た
。
同
社
の
自
動
車
の
売
り
上
げ
が
、

前
年
と
比
べ
て
二
五
％
も
減
少
す
る
と
い

う
非
常
事
態
を
受
け
て
、
労
働
組
合
に
対

し
て
、
更
な
る
人
員
削
減
を
実
施
す
る
か

勤
務
時
間
の
削
減
か
の
二
者
択
一
を
迫
っ

た
の
で
し
た
。
結
局
、
厳
し
い
現
実
を
前

に
労
働
組
合
は
実
質
的
な
賃
下
げ
を
飲
ま

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
様
で
す
。

　
　
　
　
◇
―
◆
―
◇

日
本
で
は
、
こ
れ
よ
り
先
に
、
経
団
連
辺

り
が
「
賃
下
げ
論
」
を
展
開
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
労
働
組
合
を

始
め
マ
ス
コ
ミ
か
ら
総
反
発
を
く
ら
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
消
費
マ
イ
ン
ド
が
冷
え

切
っ
て
い
る
と
き
に
、
収
入
減
に
つ
な
が

る
話
は
「
タ
ブ
ー
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
雇
用
調
整

の
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
る
日
本
の
経
営
者
に
と
っ
て
、
Ｖ

暁暁

鐘鐘
のの
音音

か
　
　
　
　
　
ね
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「
世
の
中
で
こ
の
ク
ル
マ
が
一
番
だ
、
と
言
い
切
れ
る
ほ
ど
惚

　
れ
込
ま
な
い
と
ダ
メ
。
限
り
な
い
愛
情
を
注
ぎ
込
ま
な
け
れ

　
ば
絶
対
に
い
い
ク
ル
マ
に
な
ら
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
智
之
（
本
田
技
研
工
業
・
ア
コ
ー
ド
開
発
総
責
任
者
）

ワワ
ーー
クク
シシ
ェェ
アア
リリ
ンン
ググ


